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地域 ブラン ド構築のための

住民 と生産者の連携 に関する研究

一国道230号 沿線 の新規 ブラ ン ドのためのイメージ作 り一

加 藤 由紀子

鷹.は じめ に

r住んでよし、訪れてよしの国づ くり」は、2003年4月 に発行されたr観 光立国懇談会」(座 長 ・

木村尚三郎東大名誉教授)の 報告書の副題である。観光立圃の基本理念として、マスツーリズムに

代わ り観光者が主体 となる 「薪 しい型の観光」の促進と、地域資源を活用した 「持続可能な観光」

を念頭においた、地域住民が主導的に展1箔する 「自律的観光」の実現化を函ることが盛り込まれて

いる。その3年 前の2000年 には、「21世紀初頭における観光振興方策」が答申され、「観光客が訪れ

てみたい 郵まち遷は、地域の住民が住んでみたい 縁 ち三であるとの認識のもと、従来は必ずしも

観光地としては捉えられてこなかった地域 も含め、当該地域の持つ麟然、文化、歴史、産業等あら

ゆる資源を最大隈に活用 し、住毘や来訪者の満足度の継続、資源の保金等の観点から、持続的に発

展で きる 『観光まちづ くり選を、獺 光産業中心壽に偏ることなく、『地域住民中心』に軸足 を遣き

なが ら推進する必要がある(答 申第45号)」 と 「観光まちづくり」が提唱されている。

その後 「住んでよし、訪れてよし」はまちづくりのキーワー ドになった。観光分野だけでなく、

様々な取 り継みが各地で行なわれているが、やはり過疎化に悩む串山間地域や空洞化が進む申心甫

街地など、多 くの地域において交流入目を増やして、地域をiu性 化するための手段として、観光へ

の期1が 大 きい。

その際によく湖題になるのは、自分の住んでいるまちの魅力についての認識の低さである。2004

年 に行なわれた 「観光立国に関する特別世論調査jDで は、「住んでいる地域(市 区町村)は 、多

くの人が佳んでみたい、訪れてみたいと思 うような魅力的なところだと思 うか」という問いに対

し、「魅力的なところだと思う」とu答 した人が半数(48.8%)を 占めたが、「魅力的なところだと

思わない」も、半数近く(45.6%)の 人がそう答えていることが分かった。また、旧 本国内で、

佳んでいる地域以外に、訪れてみたい、住んでみたいと思うような魅力的なところ く市区町村)は

あるか」という問いに対しては、「他にも魅力的なところがある(73.2°0)」 に餐 し 「他には魅力的

なところはない(!9.4%)」 と、自労の往んでいる所へのこだわりが強 く兇られず、他のまちなど

の方が良く見える傾向がみられる。

まちづくりには、地域住民の主体的な取 り,gみ と、様々な地域資源の活用が基本となる。先行箏

例の多くは、地域資源の喪央などに危機感を縛った地域の人達が、有志を集め、保全などをする組

織を立ち上げ、それらの取 り維みの中で、資源の保全と並行 しながら利活用に様々なzを してき

た。それらの取り組みが持続的に行なわれてきた結果、大きな交流入口を呼び、毅 しい観光地が形

成されたり、伝統的観光地が再生されてきた。 しか し多 くの市町村で、このような取 り組みが行な

われていても、必ずしも交流入口の増加に結びつかず、生か しきれない所が多いのが現実である。

そのLと しては様々あるだろうが、「まちづ くりへの合意形成の難 しさ」「資源の認識の欠如」
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r源 と来訪者の期待 との ミスマッチ」「リーダーシップをとる人材の不足」などが多いと思われ

る。誰しもが自分たちの地域の向上を願ってお り、そのような中、地域活姓化に少 しでも役立ちた

いと考え、北海道観光を支える道民の交流需要に、グリーンッーリズムがどのように関与できるか

を模索 している中でこの研究が始めた。

2.北 海道 のグ リーンツー リズム

〈1>北 海道 のグ リー ンツー リズムの現状

グリーンッーリズムとは 「農山漁村地域において、自然、文化、入々の交流を楽 しむ滞在型の余

暇活動2>で ある。具体的な活動内容 としては、当初のグリーンツーリズムの、「農業 ・農村の活

雛化」や 「自然 ・景観 ・文化などの農業 ・農村の多面的機能の保全」「都市往民のゆとりある余暇

活動」という都市住民の論理で展開されていたものから、「直売所での農産品の購入や祭 りやイベ

ントへの参加」細 植え ・稲刈 りなどの農作業への参加、市民農園の利幣などの農業 ・農村体験」

瞠 校教育の一環 として行われる農業 ・農村体験」も含めて、広 く都市 と農村の交流一般を意味す

る概念として理解されるようになってきた。

加えて 「農林漁業体験民宿への宿泊を通 じた農林漁業や人々との交流」や 「棚覆オーナー制度や

ワーキングホリデー等の交流」「地産地消や食育との関わり」が)111わり、農1!」漁村の体験 を含まな

い滞在や、実際に労働や資金など経済的な支援など、さらに幅広い交流になってきている。

北海遵におけるグリーンツーリズムは比較的早 くにスタートしたといわれている。特に、第5期

北海道総合覇発計画の蓋本的N標(1988-1997=1度 ・1988'#)の 騨戸の施策の基本的考え方で、

「都窃住民と農111漁村伎民 との広域的な交流により都市田園複合コミュニティを展開し、豊窟な国

土資源を生か して生産、生濡にかかわる諸活動の活性化を図る」との一文がある。ヂ都甫田園複合

コミュニティは、都辮の活力や利便牲 と繍園生活のうるおいや自然 とのふれあいの共膚を欝指す も

のであり、道外や海外を含む地域外からの多様な人々の来訪を促 し、国民全体の余暇活動や国際交

流などへの審与のほか、これらの人々との接触を通じて、地域社会に清新な文化的刺激とビジネス

チャンスをもたらすものと期待 される」と、グリーンツーリズムに早 くから注目していたことが分

かる。

多方(2000)は1992年 鎗月時点で、北海道には農轡地域拠点宿泊施設が127カ 所、ファームイン

5カ 所、オーrヤ ンプ場が35カ 所あったと述べている。農林水産省の新政策 「新しい食料 ・農業 ・

農村政策の方向」の発表が漁92年6月 、農山漁村地区の活姓化、都"r}Iiと農山漁村の共存関係の構築

を政策として打ち出 し、グリーンツーリズムを提噛した 「グリーンッーリズム研究会中問報告」は

綱年7月 であることから考えると、北海道におけるグリーンツーリズムの展開は早 く、特に宿泊を

中心として発達 してきた可能牲が高い。

北灘道のファームインは、農家民宿との境界線が年々明瞭ではなくなってきたものの、どちらか

というと、民宿型、別荘型、ペンション71!1など、都会住畏と農家の濃密な人的交流 というより、都

会催民の余暇活動の延長線上にあると考えられる。

住腰スタイルを例にとると、螺ヒ海道は防寒の癬から農家独自のものは少なく、農家以外の民家な

どと共通しているものが多い。本州や九州の 日本の原風景のような景観のなかで、100'な どの

古い民家や茅葺屋根など特徴ある建築物、こたつやいろり端などのあつらえがある本州や九州、四

国などの農家民宿とは大いに異なる。



地域ブランド構築のための往民と生産者の連携に閣する研究83

また農村が保持している農村文化 も、開拓の歴史は140年 ほ どあるものの、地域文化 としては、

本州や四国 ・九粥などに比べると、まだまだ伝続的なものというには浅い。このような特徴を持つ

北海道のグリーンツーリズムは、農業の形態や農村文化の違いのみならず、生活の土台となる地域

形成などから、北海道は本弼や九州などの交流モデルとは異なるであろう。

現在北海道でのグリーンッーリズムの取 り組みは、石狩、後志、空知、上111、十勝、網走支庁管

内において盛んであ り、fib{」{村への移住者や地域の先導的な実践者により始められた所も多い。その

中でも空知支庁が北海道金体の4分 の1を 占め、ファームインの8割 近 くが、また農業体験の5`ail

が空知支庁に集約されている。グリーンツー'Jズ ム特Cの 認定を受けている長沼町の、町をあげて

の取 り組みは大きく、ファームインや農業体験の多さは群を抜いている。

もともと空知支庁の農業は、稲作が中心であるが、野菜や花などの近郊農業 も展開されてお り、

農業産出額は金道の約1割 を占めている。札幌圏に比較的近いことから、農朧物の薩売や農作業体

験などの取 り組みが盛んであり、さらに岩見沢市栗沢の 「クラインガルテン」や深用市の 「アグリ

工虜まあぶ」などの都市農村交流施設 も早 くから設置されている。

北海遂には2007年 末で延べ2084件 の グリーンツーリズム関連施設があるが、北海道の人口の3分

の1を 占める札幌市周辺には、空知支庁549件 、腿振支庁112件 、石狩支庁263件 、後志支Jr179T`-Fと

半数近 くのグ'J一 ンツーリズム関連施設がある。札幌毒が属する石狩支庁ではファームインの登録

はなく、観光農園57件 と市Eatsfi'〈園の40件 は全道では最多であ り、薩売場も窒知支庁に継 ぐ197件 と

札幌市という大都寮圏のニーズに合わせたものになっていると思われる(表1>。

それぞれの施設で展開されているものの具体的な内容 としては、叡穫など畑作体験 ・稲作体験、

酪農作業体験、農業施設晃学などの 「体験兇挙」、イチゴ摘み、ブ ドウ狩 り、サクランボ狩 り、リ

ンゴ狩 りなどのr果 物収穫」、アイスクリームやバターなどの乳製鍼加工や、ジャムやソーセージ

などの食ranra加Tほか、草木染め、 ドライフラワーなどの工芸品の 「工房体験」、乗馬 をは じめとし

て、羊や牛などとの 「動物 とのふれあい」、さらに、カヌー、釣 り、歩 くスキー、ゲー トボールや

パークゴルフなどの 「スポーツアクティビティ」、などであり、多くは直売所を併設 している。

(2)北 海 道民 のグ リー ンッー リズムの認知度

北海道では2004年3月 に 「北海道グリーンツーリズム推進計画」を策定 し、それに蛇 しての道民

意向を孝巴握するために、「道民意識調査」3)を 行なった。

それによると、「グリーンッーリズム」の認知度は、ジ知 らない」が約85%と なっており、まだま

だ定着 したとは書えない状況にある。ただ、2005年U月 に内閣麿が行なった 「都市 と農山漁村の共

生 ・対流に関する世論講査」む によると、「都市 と農山漁村の共生 ・対流」という取 り組みを知っ

ているかFい たところ、「陣いたことがあり,敏 組の内容も知っている」が5.1%、 「聞いたことは

あるが、取組の内容までは知 らない」が15.6%、 「聞いたことがない」が73.8%と な っているの

で、北海道民の認知度が一概に低いとは欝えない。

「グリーンツーリズム」の興味の度合いについては、前述の道民意識調査では 「非常に興昧があ

る」が13.5°.'0、「少し興味がある」が56.3°roで、 およそ7割 が興味を示 している。一方、内隠府の

調査では、「都市と農山漁村の共生 ・短流」といった毅 しいライフスタイルに関心があるか聞いた

ところ、「関心がある」が24.5%、 「どちらかというと関心がある」が27.9%と 、合計は5割 で興昧

や関心の度合いでは、北海道のほうが高い。
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表1グ'J一 ン ・ツ ー リズム関連 施 設数(支 庁別)(平 成20年 肇月1日 現在)

支

庁

名

施

設

数

フ
ア

1
ム

イ
ン

レ

ス

ト

ラ
ン

農業

体
験

観
光
農
圏

農 力羅
産 工
物 体
験

直

売

所

乗

馬

市
浅
農
園

農
村
公
園

そ

の

他

石狩 263 0 8 67 57 15 197 7 畦0 2 6

渡島 138 0 1 23 16 7 73 5 4 11 40

檜山 50 0 1 2 6 1 22 2 1 8 16

後志 179 5 13 85 42 15 85 1 2 20 71

窒知 549 176 9 34 31 25 249 2 6 20 40

上川 237 12 !3 54 29 37 136 3 2 24 39

留萌 43 0 0 2 16 4 26 0 1 4 11

宗谷 37 1 圭 10 4 5 13 1 ! 11 10

網走 !64 8 10 37 25 36 79 5 5 9 37

胆振 112 U 7 5 26 9 78 5 11 5 11

日高 31 1 3 5 0 2 12 8 1 4 6

十勝 173 10 22 37 17 35 71 11 4 20 63

釧路 so 7 6 20 1 15 31 12 4 2 !7

根室 28 3 1 8 0 7 9 4 0 ! 13

Total 2084 223 9 goo 270 213 108! 66 82 144 380

注〉受 入施設等の内訳は延べ件数 である。

出所)グ リーン ・ッー リズム関連施設調査(2008)北 海道。

また 、 農 由漁 村 で休 暇 を過 ごす こ と につ い て は 、 前 一,が 「%1:」F'過ご して み た い 」 が12.6%、 「で

きれ ば 過 ご して み た い」 が49.2°0と 、 参 加 意 欲 は6割 を超 す 。 後 者(緒il市 と農 山 漁 村 の 暴≒生 ・対

流 」 とい っ た新 しい ラ イ フ ス タ イ ル を 麟分 で 実 践 して み た い とい う願 望 が あ るか 聞 い た と こ ろ、

「あ る 」9.9%「 どち らか とい う とあ る」20.1%で あ っ た)と 姥 べ る とほ ぼ倍 近 い。

こ の よ うに 、北 海 道民 の グ リー ン ツ ー リ ズ ム に対 す る関 心 は高 い。 実 際 に グ リー ン ツ ー リ ズ ムの

内容 に 踏 み 込 ん で み る と、北 海 道 の 調 査 か ら は、rグ リー ン ツー リ ズ ム」 か ら遮 想 す る イ メー ジ と

して は 、Cみ ど りと や す ら ぎ」(44.7%)、 「都 市 の 人 と農 山 漁 村 の 人 との交 流 」(39.1%〉 、 「野 菜 や

果 物 σ)戯売 」(31.4%)な ど で あ り、 体 験 の 形 態 に つ い て は、 「111人で(あ る い は 家 族 や友 入 岡 士

で)1ヨ 的地 に行 き、体 験 した い」(48.9%)が 最 も多 い。

ま た 、Xtiu3す る 体 験 日 数 に つ い て は 「2～3泊 」(52.3%)、 「1泊 」(16.4%)、 「iヨ帰 り」

(14.7%)、 「4泊 以 上 」(6.0%)な ど と な っ て い るが 、 これ らは(財 〉 都r15農 由漁 村 交 流 活 性 化 機

構 が行 な っ た 、 首 都 圏30km(rl内 に居 住 す る40歳 以 上70歳 未 満 の 男 女 に よる ヂグ リー ン ・ツー リ ズ

ム ニ ー ズ調 査(交 流 意 向調 査)」S>の 結 果 と類 似 して い る。

次 に 、 農 由 漁 村 で 体 験 す る 、体 験 を鍵 供 す る こ と に 関 して興 味 の あ る も の と して は 、 「野 菜 や 果
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物 のもぎ取 り」(49.4%)、 「チーズ ・バター ・アイスク リームづ くり」(37.5°o)、 「森林散策」

(36.3%)、 「そばうち」(24.5%)な どであり、特に上位に挙げられた 「野菜や果物の もぎ取 り」、

「チーズ ・バター ・アイスクリームづ くりJな どは、 どちらかとい うと農業体験というより、レ

ジャー感覚での参加に近い。

このようなことから、北海道ではグリーンッーリズムという名称の使用如何を問わず、都市住幾

はもぎ取 りや食晶加工体験などに古 くから親 しんでいたと思われる。 グリーンツ,aズ ムの認知

疫と興味 ・関心の度含いの差は、グリーンッー リズムがオルタネィティブツーリズムという新 しい

概念として捉えられている部分の差 ということなのだろう。

道内入目の3分 の1を 占める札幌市は、「地域ブランド調奮2008(ブ ラ ンド総合研究所)」 で、全

国で最 も魅力的な毒区町村に3年 連続で選ばれており、まちのイメージとしては、綴 光 ・レジャー

の まち」であるとされている。札幌市罠の観光 ・Lジ ャーが どのようになっているかを直接示す

データはないものの、道央圏屠住者が6割 を占める遵内観光客動態調査報告書(2003年 ・北海道)

か らその姿を追ってみると、自家用車を利用した家族旅行や5入 以下のグループ旅行で、段帰 りも

しくは1泊2日 、行 き先については遠いところでは留蕩 ・上用支庁、近場では、胆振、石狩、後志

支庁 といった傾向が見えてくる。北海道の ドライブ旅行における走行距離は本弼と比較すると長い

と考えられるので、「安近短」傾向とは一概には簿えないが、比較的近場を中心とした ドライブ旅

行が多いことが推測できる。

多種多様な観光資源を持っている北梅道のグリーンツーリズムでは、交流を見込める都市住民と

しての道外客や外国人旅行客の客在もあるが、参加する都市住民の多くは、札幌を申心とした道央

圏であると言えるだろう。もともと自然景観などが、大都市としては恵まれている札幌甫民にとっ

てのグリーンツーリズムのニーズは、レクリs一 ションとしての野外活動で、賭間消費型グリーン

ッーリズムではないかと考える。

(3>札 幌 市の グリーンツー リズム資源

グリーンツーリズムとは 「農由漁村地域において、自然、文化、人々の交流を楽 しむ滞在型の余

暇活動」であることは瀞述 したが、ここでお膝元の札幌市のESil3-<_.につ いて触れておきたい。

札幌市の農業は明治初期のfirJ拓の歴史に始まる。開拓使が設琶され、アメリカからタマネギの種

子やリンゴ、ナシ、ブドウなどの菌木を輸入 し、札幌官園で牛、馬、羊などを飼育 してきた。水

稲、畑作から園芸農業に変化 してきた現在では、タマネギ、バ レイショ、ホウレンソウ、レタス、

カボチャ、スイカ、メロン、イチゴのほか、リンゴ、サクランボなどと、ライラック、ミスティー

ブルー(ハ イブリッドスターチス)、 宿根カスミ草や鉢花など花卉栽培 も行なっている。1960年 に

ピークを迎えた農家数も、2005年 の農業センサスによると、総農家数1121戸 中、販売農家数は772

戸 、 自給的農家数は349A、 土 地持ち非農家数は401戸 に減った。農家は主に珪ヒ区や東区、南区に点

在し、この三つの区で総農家数の半数以上を占めている。そのなかで今測調査を実施した、爾麓の

販売農家数は148戸 、 自給的農家数は63i=、 土地持ち非農家数は26pと なっている。

農家戸数の滅少は、やは り高齢化が大きいといわれる。ちなみに農業従事者等の平均年齢は北海

道で54。8歳、札幌市で59.2歳 、南区で61.5歳 に なる。基幹的農業従事者の平均年齢は北海道で55.6

歳、札幌事で61.9歳 、薦区で64.6歳 であ り、後継著がいない農家も多いと聞 く。

また、経営耕地癒積 と1経 営体当たりの経営耕地面積については、札幌市で2284ha、1経 営体
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当たりの経営耕地面積は291haで あるが、北薩や東区、手稲区と比べ、南区は農業従事者が多い割

には経営耕地廊積は169ha、!経 営体当たりの経営耕地面積は113haと 少 ない。

札幌帯の農業者経営耕地は、都市化が進行 し、農地の閣発や農家と住宅の混住化などで減少する

一方であるが
、併せて耕作放棄地も増えてお り問題となっている。

2005年 農林業センサスによると、耕作放棄地は、北海道全体で4066経 営体 ・8760haで あ るが、

札親市は138経 営体 ・!28haで 、特に南区は杓幌市の中で一番状況が悪 く、33経 営体 ・29haで あ る

という。南区の砥山や豊滝、小金湯の農家でヒアリングしたところ、やはり高齢化と後継者がいな

いこと、家族の介護で農地がなかなか管理できないなど、農家が抱える共通の簡題が浮かび上がっ

た。

後継者不足の塁要な要因として、この地区に限らず農家の所得が低いことが挙げられる。ちなみ

に、農1物 販売金額については、販--JG無しの[iitflt家を除 くと、札幌南では200万 円未満の農家が半数

近 くであ り、南区は6割 近い。

今回調査をした札幌市爾匿南酉部は、豊平用が形成する扇状地のかなめ部分にあた り、平地部分

が少ない。そのため集落も含めて豊平lilyい に細長 く連な り、作付獅積が狭 くなっているが、その

代わりに水資源は豊かで、白川地区は札幌市の基導1李浄水場となっている。平均気温もrh街 地に比べ

/-2度 低 く、冬場の降雪量も多い。また叢平川上流には、札幌市の奥座敷と呼ばれている ヂ小金

一〇.i3�と「定由渓」の二つの灘泉があf)
、小金湯には札幌市のアイヌ文化交流施設 「ピリカコタン」、

rノ ースサファリサッポロ」などの小動物 とのふれあい施設、乗馬、パークゴルフ場など観光資源

も整っている。

該当地区では市内でも冷涼な気候を生か して、水稲、バレイショ、豆類のほか、 トマ ト、ナス、

ピーマン、キュウリ、ホウレンソウ、カボチャ、 トウモロコシ、アスパラカス、大根、人参などの

野菜類 とイチゴを生産 している。特 にイチゴを手がけている農家は札幌宙では圧倒的に爾区に多

く、栽培面積も広い。

さらに果樹も多 く、石狩支庁の果樹栽培農家数での札幌市南区が占める割合は高い。サクラン

ボ、プルーン、プラム、モモ、ブ ドウ、洋ナシ、千両ナシ、リンゴと多pp種 で種類も多い。この地

区では山裾に果樹園が広がるため、畑の標高により霞照や気温の違いで、収穫時期が週単位で異な

る(表2)。

しか し、果樹を含めて作付細積が狭 く、ロットも小さいため、1907人 近い札幌という大消費地

では少貴少生魔では不利を否めない。通年ベースでイチゴを栽培 している他J業 からの参入ファー

ムを除き、パークゴルフ場やレス トラン、釣 り堀などのアクティビティなどをif-一,している農家も

あるが、果樹 を中心とした農家はもぎ取りや庭先販売の果樹園をメインとしている。一方果樹以外

の農家では、独麹の販売網を持つ農家もある一方、JAの 直売Pli'や霧場が主なiii荷先 である。加工

品としては、リンゴやブ ドウ、プラムなどがジュースやジャム、梅や根菜類などは漬物 となってい

る。

生産鍛が少ないため差別化が必要であるが、札幌では余市、仁木など同じ作物の一大生麗地があ

り、さらにリンゴは青森県からの移入も多く、生産物のみの差燐化は難 しいと考える。食の安全 ・

安心は消費者にとって最大の関心事ではあるが、エコファーム認定の取得や独自の農法での栽培な

ど、こういった農家の自助努力が、 もはや特化の条件にはなりに くくなっている。このようにグ

リーンツーリズムとしての条件 もそろっていることから、札幌という大都市の市街地の南のエッジ
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表2販 売農的の作物の作物溺作付(栽培)農家数と作付(栽培)面積(果 樹)

単位:農 家数(戸)栽 培面積(ha)

市町村名

ぶどう りんご 日本なし その他の果樹

露地 施設 露地 露地 露地 施設

栽
培
農
家
数

栽
培
弼
積

栽
培
農
家
数

裁
培
面
積

栽
培
農
家
数

栽
培
灘
積

裁
培農

家
数

栽
培
悪
積

栽培

農
家
数

栽
培
灘
積

栽
培
農家

数

栽
接

羅

遵計 667 700 113 44 511 639 239 66 991 701 51 15

石狩支庁計 !0 2 2 X 23 10 11 1 92 5! 2 X

札幌市計 7 X 1 X 18 7 9 X 64 24 1 X

爾区 7 X 1 X 15 6 6 X 52 21 圭 X

豊平区 一 常 昌 胃 三 X 1 X 6 1 一 曹

西区 一 P 引 一 1 X 2 X 3 2 常 嘗

清田区 曽 冒 卿 一 1 X " , 3 1 一 ¶

後志支庁 494 582 95 42 268 322 146 47 511 389 24 8

空知支庁 60 47 1 X 76 114 24 4 117 61 7 X

胆振支庁 16 12 7 1 36 64 17 2 74 43 3 0

上川支庁 41 33 曽 ■ 17 20 14 4 78 60 3 0

留萌支庁 20 5 3 0 35 39 17 6 55 48 6 0

出森>2005年 農林業 セ ンサスか ら筆餐作成。

部分で行われているこうした果樹やイチゴなど果物を含む都市農業を、時間消費型グリーンツーリ

ズムを一つの切り目として地域の活性化に繋げることは意義あるものと考える。

3.地 域 イメージと地域 ブラン ド

(1>地 域 ブ ラン ドの現状

近年、地域づくりの一環として、地域の産品から 「地域ブランド」を作る動きが全国的に盛んに

なっている。地域 ブランドは、馳 域の事業者が協力 して、事業考間で銃一 したブランドを用い

て、当該地域 と侮 らかの(自 然的、歴史的、風土的、文化的、社会的等)関 連性を有する特定の商

品の生産又は役務の提供を行う取組み(産 業構造審議会知的財産政策部会 「地域ブランドの商標法

における保護の在 り方について」〈2005年〉)で あるが、2006年 に 「地域圃体商標鯛慶」が始まり、

地域ブランド作 りがさらに加速した。

地域ブランドの中では、農林水産物 ・食品を対象としたものが多く、これまで地域団体簡標の登

録査定を受けた品護のうち、半数以上が農林水産物 ・食品となっている。特に北海道の場合、第～

次産業産品については金国シェアが高 く、「北海道」という地域のもつ、冷涼な気候と土地の広さ

のイメージから、食のブランドに対する期待も高い。

20072FJに 全国の消費者約5千 入を対象に実施 した、雛経魔業地域研究所の 「地域ブランド
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583銘 柄のランキング」は、毘願中を含む地域ブランド(地 域団体商標〉と同綱度の創設以前に登

録されていた文字のみ地名を付けていた商標12銘 柄を含めた583銘 柄について、知名度、体験度、

地名アピール度、商品力、地域独 自性、購入意向の6項 目のスコアの偏差値平均で算出したもので

ある。ここでは、食品が397銘 柄 と7割 弱を占めている。

同調査によると、「夕張メロン」が地名アピー1L度 と商品力で トップになり、総合で1位 となっ

ている。この 「地名アピール度」は 「このブランドの地域名にひかれる罰合」を表 しているが、夕

張メロンが地域アピール度に貢献 しているのは、夕張メロンというプロダクトブランドを長年にわ

たって独自の贔質管理で守ってきたこと、9持 ちが しないという特性はあるものの、まずは道内、

特に道内屈指の観光地である札幌で消費者に支持を得たこと、そ して流通におけるインフラ整備が

大 きい。

北海道の 「地域ブランド」の認定および患糠が地県と比べて少ないのは、 もともとバ レイショや

玉葱、小豆などは金国シェアがとても高く、質鑑的に他県の追従を受けにくいという背景 もある。

が、特に農産品や水産品は、個別の地域名がつ くプロダクトブラン ドより、「北海道」というよい

イメージが先行 した 「北海道ブランド」の存在が大 きいと考える。

金国レベルのブランドになるためには、夕張メロンのように、生食だけでなく果汁などを菓子に

利用することなど、様々な工夫が必要になる.同 じくビッグネームの 隙 ブランド」をもつ京都府

と比べてみると、京都府は京野菜などの第一次産品だけでなく、漬物や菓子、味噌など食品加工 さ

れたものも多い。伝統工芸と同じように長い歴史をもつ食晶加工妓術があることも事実だが、それ

だけでなく、京潜理や夏の風物詩である 「鴨川の納涼床(飲 食店が鴨111の川岸に高床の座敷を作

り、料理 を提供する)」 など、文化 を生かした取 り維みもなされている。このように、地域内の

r次 産品」「食品撫工」「サービスや景観」が側別に発展するのではなく、三位一体となってブラ

ンドを形成することがプランドを考える上で重要であると考える。

グリーンツー リズムの場合は、地域ブランドとは薩接の関係はないものの、その地に認が向 く、

足が向 くものが必要であり、特にIII,,<il品の場合は、生産地域のイメージが重要であるのは同様であ
みすまい と やま とよたき こ がね ゆ

る。札幌市南区南西部の藤野、簾舞、砥由、豊滝、小金湯の農家は、札幌市という大きな市場の中

にありながら、市内の1t1?[Xや近隣翻 町村と比べると、栽培itn積などに不利を抱えていることはfUl述

した。特に果物のもぎIIIhは 、札幌rli/tiにとって も人気のあるレジャーであるにもかかわらず、後
そうべつ

志の仁木、余市や腿振の壮瞥などの方が知名度は商 く、札幌市内で も果物のもぎ取 りなどができる

ことは、あまり知られていない。 さらに主要国道沿線にありなが ら、国道沿いに多数の果樹畑が広

がり、直売所や案内所が国道に連なる仁本や壮瞥などと異なり、南区のこうした果樹園が広がる景

観は、国道からは直接望めず、直売所 も(r]道か らさらに細いアクセス道路に入らなければならな

いo

地 域ブランドは、地域その もののブランド(RegionalBland)と 地域の特性 を生か した商品

(ProductsBland)と か ら構成されるといわれているが、どちらにしてもそこに注 昌してもらうに

は、まず該当域が内外でどのように捉えられているのか把握することが重要である。これを南区西

部に当てはめて考えると、地域の特性を生かした商品(農 産品 ・加工品 ・周辺観光地)は 有してい

るが、地域そのものを構成するイメージが浮かびにくい。そこで、国道230号 の沿線に時闘消費型

グリーンツーリズムが実現できるか、いま一度地域のイメージを探ってみた。
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(2>札 幌 市南区 にお ける国道230号 沿道 の概 要

屡道230号 は、札幌市中央区北1条 醤4丁 目の嗣道12号 ・醤道36号 交差点からせたな町の国道229
ヒデん に よ し よ う

号交差点までを結ぶ208.2kmの 国道である。1870=Cに 東本願寺の薪道切開事業 として、現如 上
にん おおたにこうえいしょうにん

入、大谷光榮 上 人を筆頭に、尾去別 より平岸終点まで1年3カ 月という短期間で完成 した ヂ本願

寺道路」がその前身である。!965年 に一般国X230一 となったが、札幌市内は罰名石山通 りと呼ば

れている。

国道230号 沿道の景観は、藤野までは商業施設が多く、飲食店やスーパーマーケットなどがa

に諏し、住宅街がその背後にある。簾舞、豊滝、小金湯、豊平IIIを挾 んで臨む地区では商業施設や

住宅街はぐっと減る。藤野、簾舞、豊滝、豊平用を挟んで砥由地区(写 真 圭〉など今回の調査対象

(xに入るが、そこは古 くから農業が盛んであった所で、穀類 ・野菜などのほか、イチゴ、サクラ

ンボ、プラム、プルーン、ブ ドウ、リンゴなどの果樹栽培が、特に山麓の豊滝、砥山で今でも行わ

れている。

小金湯を過 ぎると定山'E31'1(}:(llllil<までは、変哲のない山聞部の景観 となる。E31-7東2丁 目で国

X230%と 朝里綜から小樽驚へ至る道道1号 に分破するが、定山渓ダムとさっぽろ湖、朝黒峠近 く

の鷹際スキー場はこの道道!号 上にある。

定山渓は支笏溝爺国立公園の区域内に位f鴛しており、!866-、 美泉定由により定山渓'19(IIIL泉が開1

した。1918年 にLl!l渓 鉄 道が開通 してからは、札幌の奥座敷として、湯治場というより遊興地とし

て栄えた。現在では旅館など33の宿泊施設があ り、年問延べ240E入 の観光客が訪れている。

国道230号 は定l!a渓温 泉を過ぎると山聞部に入り、標r.`=`i831mの中由峠が、魏幌市爾区と喜茂別i町

の境目となる。中由峠を 罫り喜茂珊町で、1?lmo?230と 鷹選276号 のジャンクションに入 り、n道

230号 は溝爺湖方面へ、国道276号 はニセコ方面や支笏湖方颪へ繋がってい く。

このように国道230号 は、札幌寮内では、市内中心部から南区の/11id、石 由 ・藤野、簾舞、豊1竜

(写真 ⇔ 團道230号豊滝付近から見た八劉出とW麓 の砥由地区の集落と果樹園

右側の下砥嶽と左側の上砥山地区を1999年1こ開通した八剣山 トンネルが結ぶ。

..瀬N

一 一



90

などの住宅地への通勤 ・通挙のアクセス道路であり、定山渓澱泉 ・中由峠への霊要な トラフィック

機能をもち、交通量 も多い。 しかし、この国道か6一 歩脇道に入ると、農業景観が広が4)、 魂幌市

内中心部から車を利用すると1時 間以内でアクセスnJ能 なことから、グリーンツーリズムの需要に

応 じられると推測する。

(3>地 域 イメージの重要性 とラ ン ドマーク

地域のイメージが、交流に大きな影響を与えることは、これまでの研究で明らかになっている。

絹中(1997)は 、よいイメージは、訪問者 ・観光客など交流入目の増繍や人材誘致、地域の特産品

の販売促進など、外からの資本導入を促進 し、～方で地域佐民のコミュニティ意識 ・地域への帰属

意識高揚に寄与するとしている。

イメージの重要性は、地域活難化だけでなく、あらゆるステージで醤われ尽 くしているはずなの

だが、意外に地域イメージを具体的に共有する機会が少ない。

ジョン ・アーり一は、著書 『観光のまなざし書で、ヂ私たちは'拙 かけで 周囲を関心とか好奇

心をもって眺める。周圏は私たちの見方に合わせて語 りかけてくれる、というか少なくても語 りか

けてくれるだろうと期待する。」6)と 述べているが、"出 かけて"と いう行動を起こさせるためには

地域のイメージが良いことが当然求められる。

良いイメージを抱かせるには、適切な'1発 信が必要であるが、そのベースとして生産者を含め

た地域住民が正 しく現状を認識 して発信することが必要となり、その情報の質と蟻も吟味 しなくて

はならない。イメージと現実の霜離は、発/の 情報の壁にもよるであろう。

箭述のとお り地域ブラン ドとしては全国総合第1位 を誇 る 汐 張メロン」であるが、「地名ア

ピール度(こ のブランドの地域名にひかれる割合)」 は高いものの、産地である夕張市自体は、財

政再建団体に認定され、夕張市が 「とても魅力的」と評価する入は少ない7)0

今 園の研究認象地域に選んだフィール ドである札幌箏南Cの 八剣山周辺の砥山 ・簾舞 ・豊滝 ・小

金湯地区は、古 くから野菜や果樹を栽培 していた所であるものの、宅地化が進み、作付面積も広 く

ないことから、ほとんどの農家の経営規模は非常に小 さい。 一部を除き直売所や庭先販売、観光

果樹園、他のvジ ャr設(パ ークゴルフ場や釣堀など〉を経営 しながら農業を営んでいる。地域

活・r化を7Fiす 任意団体が醐くイベントで次第に知名度が上がってきたといわれるが、地下鉄真駒

内駅から車で30分 足 らずという鈍離にあ り、農産物やレクリエーション空間などグリーンツーリズ

ムとしての地域資源を有 しているにもかかわらず、地域イメージが薄い。

その理rUの 一つとして、 もともと南区は札幌欝の人口の7.8%し か 占めておらず、さらに該当地

域はその薗区においてわずか3.7%(札 幌市総入口の02%)の56!1人 に過ぎないことが挙げられよ

う。高齢化率 も20、5%で あ り、高齢化と居佐人口の少なさが情報発信の薄さに繋がっていると考え

る。さらに、それぞれの集落が果樹や野菜などの農産物などを燦出 しているのだが、農業や田園漿

観をイメージさせる地名は少なく、露出度も低い。国道230号 に もカントリーサインなどはな く、

相対的に地域をイメージで きるものが微少である。

地域 イメージは景観など可視的なものの他に、往甕気質などの不可視的なものがあ り、それは

様々な媒体を通 して地域外に受けとられている。さらに、石見利勝 ・m中 美子(1996>は 、入々が

地域に紺 して持つイメージはある程度の類型化が可能であ り、それに薄応 してイメージを表すシン

ボルが存在するとした。つまり良いイメージが持たれている地域には、イメージの良いシンボルが
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存在し、シンボルの無い、あるいは浮かびにくい地域ではイメージが希薄か不在、そ して知名度が

低いとしている。

シンボルにはランドマークなどの可視的なもの、気候などの不nJ視 的なものがあ り、その地域に

固有なものがシンボルとなる。札幌布を例にとると、時計台や大通 り公園は景観だけでなく、ある

程度の魏幌のイメージをまとめあげる#J二会的要素がある。雪祭 りなどは季節約なものであるのにも

かかわらず、雪の利活朋という文化的なイメージをまとめあげる。また不nJ視 的なものとしては、

札幌の女姓は強くて開放的だとか、札幌の人は籍 しいもの妊きであるなど、入的要素の強いものが

ある。

今網の研究対象地域の共逓 したものを挙げると、可視的なものは山、111、国遵230号 、不可視的

なものはr農 業が行われていること」r開 拓の歴史があるところ」「田園の雰囲気があるところ」な

どであろう。しかし、不可視的なものは解釈が欄入によって違うため憶測を呼びやすいし、可視的

なものであっても、豊=F/(1や畷道230号 に面していない所 もある。 しかもその地域に屠住 していて

も、興味が持てなかったh、 学習しないと、地域のイメージとして結びつきに くいと考える。

ランドマークは、航海者や旅行者の訪れる土地における方向感覚の目印になるもので、国や地域

を象微するシンボル的なモニュメントや建築、空問を慧味する。必ずしも高屡建築や薪しいものば

かりでなく、自然物やその地域の歴史的建造物等も含まれるが、容易にそれと気づ くことの禺来る

ようなものという意味で用いられている。

津川(2005)は 、ランドマークを 「広義にとらえると地理的窒開における景観要素の一つであ

り、人聞の行動を支え、地域のシンボルになるなど多;岐に及ぶ特姓が存在するJと 述べている。そ

れによると、人間は自然環境に順応しながら歴史の串で祉会生活を営んできたので、こうした地理

的空問における生活の場が成立し、様々な景観が形成されてきた。人聞と景観との関係は密接なも

のとなり、記憶や原風崇 となって掴々入の空問イメージを形作ってい くとしている。

さらに津用は、「人聞の視覚は量観を捉えるために色や形、明階を判断 し、各種の景観要素 を認

知 ・認識 し、その過程で人々は特異点を各種ランドマークとして認識する」 と、nJ視 的なランド

マークの重要性について説いた。また 「地域の景観は各種の景観要素から成 り立ち、顕著な景観要

素は地域のシンボルとして位置づけられ、地域性を育む要素として重要な役割を果たしている。そ

れらはランドマークとして認識され、アイス トップとして認識レベルの違いはあるにせよ人々の空

間行動を支え、地域のアメニティ要}f;Gも なるJと 、ランドマークの重要性も説いている。

そこで、対象地域には、遠景 と近景で違いはあるものの、r八 剣lll(観 音岩山〉」(写 婁辺)は 、

いずれの地区からも見えるので、これを地域の共通するランドマークに し、該'Li域 の シンボルに

することにより、地域イメージの定藩化を図れるのではないかと考えた。この仮説を検証するた

め、この地域には、八3i1C_Uとい う名称の付いた地名はないため、それを地域の共逓のシンボルとし

た場合、どのくらいの認知度があるか、自分達の地区のシンボルとしてどれぐらいの思い入れがあ

るかを含め、アンケー トにより可能であるかを調査した。

(4>八 剣 山周 辺のイ メージ

アンケー ト調査は、200ア年8月 から9月 にかけて7日 聞、札幌市南区豊滝424-1の 道路情報館で

実施 した。この情報館は、zu230に 面 しており、札幌方廊からは簾舞地区を経て、定由渓方癖

からは小金湯を経て、豊滝地猛の入りnに あたる場所にある0さ らに豊平111を隔てて砥山地区と、
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(写真2)道 路情報館から見た八剣山(観 音岩W)

八剣LLI(観 音岩山)は 標高498m、 国土地理院の地図には2つ の名称が併記される山である。豊平川に

藤して、山の中腹までは林、山頂付近にはが剣のように鋭角な岩を連ねており、切り立った岩場は、南
のこぎり

翼 か ら見 る と 鋸 の刃 の よ うな形 を して い る。
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道路情報館が、八剣由が背後に迫るこの辺一帯の中目地点であることから、国道230号 の利用者の

地域に対する外部のまなざしの調査を行なった。アンケー ト総数985件 、 そのうち札幌市内居住者

が全体の60.6%、 道 内居住者が27.9%を 占め、国遵利用目的では、観光 ・レジャー目的が、全体の

75.2%を 占めた。

それによると地域外の入達によるこの地域のイメージは、「入里ちかくにある由(里 山)」、raと

山のあいだ(由 聞部)」、「奥の深い山(深 山刀 と続いた。前年の予備調査でも岡じような傾向があ

り、通 りすがhの 旅行客にとって、里山や山間部などの山のイメージが強く、農業地帯や田園地帯

というイメージは低い。

さらに八剣llaの認 知度を計ったところ、ド当然知っている ・知っている」が約27°,6、「名箭はfい

たことがある」が23%、 「知 らない」が49%で 、実体を知らない入が半数以上を占めた。南区には

最高峰である余毒岳(1488m>を は じめとして、無意根山(1464m)、 札幌岳(1293m)、 空沼岳

(1251m)、 鳥暢子掻(1!09m)な ど1000m級 の11-Ihと、砥石LLI(826m)、 硬石山(371m)な どがあ

るが、やは り札幌市申心往テから眺められる藻岩山(531m)やFLJU_i(225m)、 手稲山(1023m>と

比 べると札幌市民でも識別が難しいともいえる。

しかし、このアンケー ト調査の最中に、八剣山に興味を示 した人は多く、数々の質問を受けた。

情報の,1;し方 によって八劒山の知名度があがる可能性を実感 した0

また、瞬年9タ彗に簾舞1条2丁3に ある 「簾舞逓行麗(1871年 の本願守道路の完成に伴い、開拓

使によって°IL}?1+Lされた宿泊休憩施設、その後麗守を務めた黒岩家のi1.宅となった)」 現簾舞郷土資

料館で開かれた 「通行屋まつhJで 、来場者に同様のアンケー ト調査を行なった。この祭 りは、札

幌市有形文化財に指定されている 「簾舞逓行屋」の広報と、ステージショーや地元の農産物販売を

通じて地域の交流を図るイベン トで、近隣の地区からの来訪者が多い。
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アンケー ト総数13!件 の うち82T'-f-(62,5%)が 簾 舞、砥山 ・豊滝 ・藤野 ・小金湯地区からの来訪

者であ り、南区金体では109件(83%)と 、地元の居佳者が占めた。それによるとこの地域のイ

メージは、「入墨ちかくにある山(里 山)」 が圧倒的に多く、農村、田園地帯、山村などが拮抗 して

いる。

さらに八剣山の認知度は、縷 然知っている ・知っている」が約86°0、「名前は聞いたことがあ

る」が90aで ほぼ住民は認知 していると思われる。

また、八剣山について、地域のシンボルになると思うかを問うたところ、「地区のシンボルにな

ると思 うので、大切にしていきたい」が83%を 占めた。

地1住 畏が多いため、農業従事春もお り、農業地欝や欝園というイメージの測答が多かった7能

牲はあるが、講年に簾舞小学校で閣かれた町内対抗運動会で41様 のアンケーhを 実施し、そちらに

も同じような傾向が見られた。

また、flit述の外部のイメージの結果(里 山や山間部、深山が多いこと)に ついての感想として

は、r外部の人のイメージしたところは正しいと思うし、階分もそう思う」が7割 を占めた。

内部と外部のイメージの乖離は、地域住民にしてみると強購なアイデンティティ(自 分の所は一

番良い、など)が もたらすものと、自信のなさ(絹 舎でなにもない、など)が もたらすものがある

と考える。外部からのまなざしについては、今團は八剣山地区を百的として来た人は少なく、ほぼ

通過客が占めていると思われたので、ある程度隠答 しやすいイメージを表記した関係上、多少の偏

りが生ずる。また、条件をあわせて比較するために、内部調査のほうも、CaL"現 に したことによ

り、完金なものとはいえないが、双方のアンケートからは、この地域の ド里山」というイメージは

共通してお り、八剣山が地域シンボルとして地元では認識されているので、外部からも情報の出し

方いかんでシンボルとして認識 される可能性があると考える。「里山」や 「由」「由村」 というイ

メージは、過疎地のようなマイナスイメージは少なく、八剣由の形 も非常にユニークで覚えやすい

ものであるので、十分に勤!癒 どのシンボルとなるランドマークであろう(表3・ 表4)。

蓑3地 域の風暴などから感じるイメージ(複 数園答)外 部 ・内部比較

地域の風景などから感 じるイメージ 地域外部(情 報館)

件 数/割 合(%)

地域内部 樋 行崖)

件数/割 合(%)

人里 ち か くに あ るl!l(塁 山) 348/39.32 72/54.96

奥 の深い山(深 山) 219/24.74 7/5.34

山 と由のあいだ(山 聞部) 221/24.97 14/!0.68

Il_1と山 の あ い だ に あ る 集 落 地 帯(山 村) 87/9.83 16/12.2!

田や畑のある農業地欝(農 村) 49/5.53 17/12.97

いなか(田 園地葡 67/7.57 !7/12.91

住宅地(都 市郊外) 36/4.06 !4/!0.68

過疎地 !8/2.03 00

その他 15/1.69 2/1.52

無圓答 15/1.69 3/2.29
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表4八 剣山(観 音岩山)の 名称の知名度外部 ・内部比較表

八剣山(観 音岩山)の 名称の認知度 地域外部(情 報館)

件数/割 合(96)

地域内部(通 行屋)

件数/割 合(%)

登ったことがあるので当然知っている 45/5.08 50/38.16

知っている 195/22.03 63/48.09

名 前は聞いたことがある 204/23.05 12/9.16

知 らない 436/49.26 6/4.58

無回答 5/0.56 ofo

また 、それぞれの調査において、この地域でどんなものが生産されていれば買い求めるかを複数

醸答で問うたところ、圧倒的にrく だもの」が挙がった。その他、 トマ トなどの果菜類やキノコな

どの林産品にも注目が集まっている。通行屋でも、地域の農産物を祭 りで販売 していたとはいえ、

同じような結果が出ている。

さらに、情報館で新たな資源について複数圏答で問うたところ、「アウトドアスポーツ(登 山 ・

ラフテイング ・乗馬 ・釣 ・カヌー ・その他)」 と 「温泉」が多 く、逆に 「貸農園」や ギガーデニン

グや家庭菜翻などの講習会」はいまひとつのFI答 結果であった。地域のイメージが里山ということ

から、アウ トドア活動を楽 しみたいという期待が多いのではないかと思われる。

また、情報媒体としては、「パ ンフレット」と 「インターネットサイ ト」が群を抜いてお り、や

はり外部訪問者にとって、地域総合とmカ ルな情報の双方が必要であり、コアな情報までは触手

を伸ばさなくてもよいようにも考える。ただ、「カーナビゲーション」は道路情報館でアンケー ト

調査をした影響も大 きいと思うが、黒由や山などでは、カーナビにグリーンッーリズム情報を入れ

ていると便利であることを示唆 しているのではないだろうか。

さらにワンス トップする場所での精報として、避路情報館で、 トイレ利用や道路情報のほかに、

どの ような情報が必要か調査 したところ、「農産物直売所jr温 泉」「イベ ン ト情報」の数値が高

い。観光情報 としても 「八寅畦山地区(上 砥山 下砥l!!小 金n(iii豊滝 簾舞)」 やr札 幌市南区西

部(定 山渓、中1-L峠)」が必要という声が多く、地域のみならず、隣接 した地区の、気軽に参煽で

きるものを求めていると推測できる。

(5)隣i接 する定山渓温泉 のイメージ

八剣山周辺の地域のイメージは、「人羅ちか くにある山(里 山)」、「山と山のあいだ(山 間部)」、

r奥 の深い山(深 山)」 であるが、そこから車で15分 のところにある年問240万 人観光入込客数があ

る定山渓灘泉のイメージは、どのようなものであろうか。

2006年 に、定山渓の宿泊機関の従業員と地域住民の175名 に定山渓のラン ドマークを挙げても

らったところ、かっぱ像の認識が群を抜いて高 く、泉源公園、月見橋、二見吊橋が拮抗する結果と

なった。また、地域のランドマークへの思い入れは、シンボルとして大切にしたいと思う一方で、

八剣山のように統一 したランドマークとして絞れなかった結果、思い入れについても多少違った結

果となった(表5・ 表6)。

定山渓観光協会は1965年 に、「かっぱ」をイメージシンボルにしたまちづ くりを始め、「かっぱ」
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表5定 山渓のランドマーク(複Q答)

定山渓のランドマーク 件数/割 合(%)

R
Jai.橋 25/14.28

朝 露岳 6/3.42

源泉公園 33/!8.85

夕 日岳 4/2.28

湯の滝 15/5.57

三笠山 4/2.25

二 見つり橋 22/12.5%

定山渓小天狗岱 圭/0.57

岩戸観音堂 17/9.7!

定山渓天狗岳 4/2.28

かっぱ像 84/48.0

その他 13/7.42

思 い浮かばない !3/7.42

ラ ン ドマ ー ク は な い !7/9.71

表6定 霞渓 の ラ ン ドマ ー クにつ い ての地fで の思 い入 れ

定山渓のラン ドマークについて、どのように考えるか 件数/割 合(%)

地 区のシンボルだと思 うので、大切にしていきたい 98/56.0

地 区のシンボルになるとは思 うが、たいして思い入れがない 44/25.1

地 区のシンボルは必要ない 4/2.28

その他 6/3.42

無回答 21/12.0

はfや イラス トなど様 々な所 で使われている。定由渓観光協会によると、二見昂橋上流付近に

「カッパililJがあ り、1991=1札 幌了1眠から募集したアイデアをもとに、道内外の彫刻家によってメ

ルヘンカッパ像が制作 され、23箇 所に設遣された。

定山渓温泉は1996年 に 「健康保養地宣=tを 行ない、2003年 に新たなまちづ くりとして、地域の

観光関連事業i、 町内会、佐民などが中心となった ヂ定山渓瀟腺 まちづ くり委員会」が立ち上がっ

た。2004年 度 に策定された 「定l!l渓まちづ くり基本ビジョン」で、活姓化 に向けた基本方向とし

て、地域 自ら取 り組むまちづくり、地域住民の豊かな暮らしを配慮 したまちづ くり、来訪者と地域

住畏が交流できるまちづくり、新たな顔づくり事業として地域の新しいシンボルゾーンの設概を舞

ち出し、定由渓温泉における広域的なグランドデザイン(ゾ ーン区分)を 作成 した。「温泉観光地

活性化モデル事業アクシ ョンプラン」では、「シンボルゾーンの整備(源 泉と由野草0)公 園)」 「由

野菓のまちづ くり」r自 然体験学校かっぱ塾の充実化」などを行なってきてお り、定山渓温泉の将
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来像として 「お湯と山野草がまちと人を結ぶ快適で楽 しいまち」を目指すことになっている。

2005年 の定山渓温泉まちづ くり委員会と観光協会が行なったアンケー ト調査によると、シンボル

ゾーンの施設 イメージは 「温泉情緒のあるイメージ(75件/30.2%)」 「かっぱのイメージ(43件

/17.3%)」 「源泉のイメージ(35件/14,1%)」 が多 く、「山野草のイメージ(23件/9.31%)」 は当

蒔からイメージとしてはあまり強 くない。

山野草によるまちづくりは、定由渓の自然資源を生かすという点で、他の温泉との差別化を図る

ために行なわれているが、温泉や由野草は 「癒 し」のイメージに繋がるとはいえ、35年 あまりも続

いたカッパのモチーフから新 しいr定 山渓温泉」の地域イメージとして地域佳民 レベルまでに定着

するには、まだまだ時問がかかると考える。

一方
、訪問客のイメージ把握については、アンケー ト調査を実施 しなかったため、プログを禾IJ

して傾向を探ってみた。

Googleの プ ログ検索を利用 し、「定山渓」をキーワー ドに抽出し、さらに定由渓にある観光資源

名をそれぞれの$一 ワー ドで絞 り込みをしてみた ところ、定山渓で抽出で きたプログ2万7899件

申、「足湯」が1197件 と一番多かった。山野草は20件 、泉源公園は451`{=であ り、まだまだこの新 し

いコンセプ トが訪問客に伝わっていないのではないかと考える。

また、プログに掲載されている写真では、自然景観としては 「中山峠」「山(天 狗岳など)」「定

由渓や豊平峡などの渓谷」が多く、人工物のある景観 としては、「足湯や手湯」「カッパ像」「ホテ

ルなどの建物」「定山渓 ダム」が多い。定山源泉公園は足湯の写真などにあるものの、山野草につ

いては数枚程fし かみあたらなかった。ブbグ の写真で傾向を捉えることは難 しいが、定山渓のイ

メージ形成がどのように展開されているかの過程において、こういった調査 も必要でないかと考え

る。

4.八 剣山 を地域の シンボル と して利用 した地域 ブラン ドづ くりと課題

今回調査した地域は、簾舞、砥由 ・豊滝 ・藤野 ・小金湯という歴史ある地名を保窟 しているが、

それぞれの地名だけでは、なかなか地域のイメージが外部に伝わらない。特に観光農園やレジャー

施設、観光施設はその地域への誘客が必須であ り、アクセスの確保と剛 寺に強力なイメージの発信

が必要となる。幸いに、この地域は 「里山」など由の景観のイメージが内外で共通 してお り、内部

と外部のイメージの乖離も少ない。

特に農産贔においては 「塁山」のイメージ自体がそれを損なわない上、最近の 「癒 し」など心の

ゆとりを求める生活感覚に対 し、この地区の景観はプラスに働 くと思われる。

闘題は、～1コに 「里山」といってもその解釈は様々であり、特に北海道の場合、本州の集落に接

した1.0や林が形成する所で、継続的に人間の手が入るものとは異なる。北海道での里山は、落ち葉

などの堆肥科用など農業とのかかわ りあいというより、特に都市部郊外ではハイキングや山菜狩 り

などの レクリs一 ションで親 しんでいるとも轡えるだろう。このように関わり方が異なるため、

「羅山」という言葉での表現は憶測を招 く恐れもあって難 しく、へたをすると金太郎飴的な発想に

終わって しまいがちである。そこで八剣l!lとい う特微的な山を共逓のシンボルに して、地域ブラン

ド名やロゴマークに利用し、連携して発信していくことを提案 したい。

津川(2005)は 、 ランドサインは、ランドマークにおける空間的認知対象の一つであるとし、地

理的窒間におけるサインやシンボルとして、また、都市や地域のアイデンティティや レジビリティ
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(legibility=わ か りやすさ)を 高める存在であると述べている。 また、地域における地理的空聞の

演出やアイス トップなどとして、人々に特劉な感覚 ・感情を喚起する餐象であるとしている。

ランドサインは、記号 ・サイン(文 字 ・図 ・ピクトグラム)で あ り、標識や看板などで、案内 ・

誘導 ・記名 ・制御 ・広告などの情報を伝えるもの、その媒体と位置づけられている。日本では、カ

ントリーサインや京都の大文字など五山の送 り火(船 形 ・鳥居形他)な どがそれにあたる。カント

リーサインは、まちのシンボルと市町村名を一体化 した標識で、遵路のランドマークのひとつとし

て市町村の境界に設遣されているが、八鋪山付近は宙町村の境界線には遠 く、カントリーサインは

設羅されていない。また、八剣山は聴徴のある由であるが、その山の名称などを示すランドサイン

がなく、眺望を楽しめるようなビューポイントの整備もされていないため、車などが寄せられない

こともこの地区のイメージの印象を薄くしている要闘の一つであろう。

地域の人達の八剣由の思い入れが強いことから、シンボルとする合意形成への道の りは険 しくな

いように考えるが、課題はそれをどのように地域イメージに結びつけ、誰が、どのように発信 して

いくか、そのフレームづくりと隅時に、国道230号 になんらかのランドサインを設遣し、八剣山を

知 らしめることが必要になる。

現在国道230暦 の喜茂別町側はシーニックバイウェイのニセコ ・羊蹄エリアに入っているが、札

醗布測で も2006年 、爾区芸術の森地Cの 住民が住民ワークショップや景観つ くリイベン トを「粥催

し、翌年、区内の各種鑓体によって 「札幌市南区シーニ ックバイウェイ検討協議会」が設立されて

いる。これらの流れを兇ながらも、八剣由周辺独自の共逮ロゴマークなど、地域が一体となった取

り組みが求められる。ICJf的 な報三格を持つといわれる農村コミュニティと、強地や住宅地などの比

較的新 しいコミュニティがどの ようにラン ドサインなど、地域イメージつ くりに協同してい くか

が、課題 となるだろう。

地域名に知名度がない場合、また 「札幌」のような巨大ブランド傘下にいると、農睦品などは燗

別の地域ブランドにしにくい。このような場合、こうした共通 したシンボルを利用 して、新 しい地

域のイメージをつくることがnJ能 であれば、そこでで きた小 さな地域ブラン ドを、国道230号 とい

う線で結び、t111渓 という7inih資源や集客交流の場に結びつけることもできるだろう。

現在、定山渓と砥山地区の農家と堆肥を利用 した農産物の販売が行なわれているが、こういった

取 り組みはすでに各地で実践されてお り、「エコ」だけではインパクトが弱い。定l!l渓か らは八剣

山は望めないが、車で15分 のところにあるこれらの地区の 「里山」イメージは、景観だけでは他の

温泉と差鴉がつきにくい定由渓温泉の広域的なイメージづ くりにも寄与で きると考える。

地域イメージは 「人びとの地域に関する誇 り、居柱地への愛着意識」というコミュニテイアイデ

ンティティに深く結びついている。まちづ くりには、協議会など多数の関係機関が係わるが、ある

麟、利害関係を持つ者がその構成員であることが多い。無論、地域の活性化には地域経済を循環 さ

せる取り組みは必要であ り、そこから生まれるコミュニティビジネスは、経済のみならず生 きがい

の翻出にもつながる。 しか し地域への愛着をどのように次iu_一代 に伝えていくかと考えたとき、地域

についての理解を深める学習を小学校の低学年で行なっているが、その成果を地域に還元するー機会

はそう多くはないようにみえる。
やましろ

ここで参考になるのは、京都蔚山背古道協議会の取 り組みである。山背古道は城腸市、井手町、

山城町、木津川市を結ぶ古道だが、共通のカン トリーサインは地元の小学生などがデザインしたも

のを使っている。こういった地域の小学校との連携も、コミュニテイアイデンティティを深める一
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つの要素であろう。

近年のグリーンッーリズムを概観すると、都市住民のビズィーな生活からスmな 生活へのライ

フスタイルの見直しが確実に始まっていることが実感できる。札幌は日本で5番 薄に大きな都布で

あ りながら、緑が多 く康然環境に恵まれている。 しか しそのような中でも、fや 緑に求める癒 しの

ニーズは高い。都市農業は 「食」の提供だけでなく農ueppと の 「ふれあい」やそれを提棋する地域

との交流がやはり必要であ り、八剣山地域の活性化のみならず、札幌市全体の活牲化に欠かせない

ものではないだろうか。そのためにも 「農のあるまちづ くり」における地域のイメージは重要であ

り、その一つの方策として、住民と生産者がイメージを共有 し、連携 してそれを活か してい くこと

が、今求められていると考える。

油

1)内 糊麿政府広報室r観 光立岡に関する特騎世論調査」は2004年6月 、全国20歳 以上3000人 を

対象に行なったもの。圃収=469.2%。

2)2007年 く平成19年)3月 の 「グリーンッー リズムの展開方向(農 林水産省)」 では、グリー

ンッーリズムを 濃 山漁村地域において、自然、文化、人々の交流を楽 しむ滞在型の余暇活

動」と位置付けている。

3)2004(平 成16)年10月 「道民意調査」グリーン・ツーリズム握当農政部農村計画課。調査対

象は道内に居焦する満20歳 以上の個人で、250地 点での郵送法による調査を行なった。標本数

2500中 、標本回双数1513で 有 効國収数は60,5%。

4)2005(平 成17)年11月 「都丁盲と農山漁村の共生 ・対流に関する世論調査」。調査対象は全國

20r以 上の者で、調査員による個別面接聴取により、標本数3000中 、標本圓収数1746で 有効Q

8又数`ま58.2%。

5)2005(平 成17)年 度 「グリーン ・ツーリズムニーズ調査(交 流意向調査)お 調査の対象は、

首都圏30㎞ 圏内に居住する40歳 以上70歳 未満の男女で、標本数850、 有効回答数792、 回収率

93.2%。 結果は、下記の通 り。

○ 「希望窮泊日数」は 「2泊3臼 」が最も多 く51.3%。3泊 以上も26.7°n。

○ 濃 村地域への旅行」の同行者はr夫 婦」または 「家族 ・親戚」が中心。

○ 「交流 ・体験」より農村の 「環境 ・資源」を楽しむ志向性が高い。

○ 「リフレッシュ」と 「食事 ・買い物」が上位を占める。

○ 「農村地域への旅行」の希望は24.6°0。

6)ジ ョン ・アーリー 『観光のまなざし毒撫太宏邦訳、法政大学出版局、2006年 、2頁 。

7)「 地域ブランド調査2007(ブ ランド総合研究所)」 によると、財政再建団体に認定された夕張

r15の情報接触度(夕 張市の情報をこの!年 間で 「何度も見聞きした」人の数)は73.9%を 占め

るなど!000布 の 中で トップとなった。ところが、認知度は急上昇 したものの、魅力度が11.7点

か ら9.5点 へ と低下 している。特に 「ぜひ住みたい」が1人 もいなかったうえ、70.9%が 「あ

まり住みたくない」 と答えるなど、罵伎葡での評癌が極めて低 くなっている。
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